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看護研究の支援一文献検索講習会をとおして考えたこと

Ｉ．はじめに

病院図書室司書として１０年近く仕事を続ける

中で、かねてから看護師へのサービスを充実さ

せたいと考えていた。特に文献検索については、

基本的な内容のガイダンスの必要性を感じてい

た。折りに触れて簡単に検索方法を説明するこ

とはあっても講習会を正式に行ったことはな

かった。日頃、看護研究のために図書室を利用

する看護師を見ていると、新人であっても抵抗

なくパソコンに向かって検索をする看護師が増

えて来た一方、雑誌棚の前でやみくもに雑誌

ページを繰る場面を目にすることもよくある。

日常の会話の中から検索データベースを活用し

ていない、また使い方を知らない看護師も少な

くないことがうかがわれ、情報収集のためのス

キルの差が気になっていた。

上司である図書室長を兼任する看護局次長に

その話をすると、それぞれの出身学校の学習環

境が違うから無理もないことだと言われた。し

かし、出身学校の違いはあれ同じ職場で働いて

いるのであるから、せめて図書室機能は皆が同

じように使えるようになってほしいと思い、文

献検索講習会を行うことを考えた。

２０１１年度末に上司にこの意向を伝えると、看

護局で検討が行われ、ぜひ開催してほしいとの

返事をいただいた。２０１２年度に入り、４月の下

旬には看護局長から講習会の講師依頼の文書を

いただき、５月１日から始めてほしいというこ

とで早速準備に取りかかった。看護局教育担当
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部長に調整窓口になってもらい計画を進めた。

Ⅱ．講習会の受講対象者とねらい

当院では約600名の看護師が働いている。看

護局が受講希望を募った対象者は、各部署（各

科病棟、手術室、ＩＣＵ、外来など）の「看護研

究のための文献検索を学びたい看護職員」であ

る。受講のねらいは、「看護研究の文献検索方法

を理解し看護研究に活かす」ことである。

Ⅲ、講習会の計画

‘忙しい看護師が集まることのできる時間帯と

受講できる時間を考えることが第一の問題で

あった。看護局教育担当部長と検討した結果、

基本的に勤務が終わる夕方に、あまり長くない

時間で行うことになり、終業の１７時１５分から

45分までの30分間で行うことにした。

私がひとりでカバーできる人数とパソコンの

台数を考えて、１回の受講者は５人程度にした。

パソコンは図書室には７台あるが、ほかの利用

者のこと、データベースの同時アクセス数のこ

となど考え、２台のパソコンを使って講習する

ことにした。

Ⅳ、講習の内容

講習時間が30分間であるので、短い時間をい

かに有効に使うか考えた。まず看護関係図書・

雑誌、看護師が利用するデータベースについて

ごく簡単に紹介した。メインは検索の実技であ

るが、自分の経験から実際に自ら検索してみな

ければ理解できないことがわかっていたので、

時間が許す限り検索の実技をしてもらえるよう
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講習を進めた。

実技で利用したデータベースは、検索関係は

医中誌Web，JDreamⅡ、最新看護索引Web、

の３種類､電子ジャーナルでは、メディカルオン

ラインとJ-STAGEの紹介をした。

図ｌは、受講者に配布した資料の一部である。

、田研究のための情報収鎮の方達
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いつも感じることであるが、図書館業務をし

ている者は、「検索データベース」と「電子

ジャーナルデータベース」の違いは当たり前に

理解できるが、多くの利用者は、その違いが理

解できていないことに気がつく。そのため、こ

のような資料を作って違いを視覚化して整理し

てみた。文献検索のデータベースは（リンクア

ウトは別だが)、基本的に本文を読むためのもの

ではなくキーワード入力により該当論文の掲載

雑誌を見つけるためのものであること、一方、

電子ジャーナルはすぐに本文が読めるものであ

ること、を説明している。

また、検索結果から論文を入手する方法につ

いて説明した。当院の所蔵目録を見て所蔵があ
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るものはすぐに図書室でコピーできること、ま

た、所蔵していない雑誌については図書室担当

者が他機関へ依頼しコピーを取り寄せるのでそ

の手続きについて説明した。

Ｖ・講習会の様子

受講希望者は４３名で、毎日５名前後で延べ８

日間講義を行った。受講者は年齢も経験もさま

ざまであり、データベースの利用の経験もさま

ざまであった。説明しながら様子をみていると、

先に述べたとおり、検索データベースと電子

ジャーナルの違いがよくわかっていない受講者

が少なくなかった。

検索データベースについては、医中誌Ｗｅｂ

の利用経験がある受講者は多かったが、ＪDream

Ⅱの方は少なかった。両方とも時間の都合上、

基本モードのみ説明し、絞り込みについては年

の絞り込みとキーワードをスペース入力で掛け

合わせる程度にした。キーワードは広義の単語、

狭義の単語によりヒットの件数が全く違うこと

など、実際に入力・検索して実感してもらった。

最新看護索引Ｗｅｂは、導入したばかりの時期

でもあり、簡単な検索方法と日本看護学会論文

集の閲覧について説明した。

電子ジャーナルについては、まずメディカル

オンラインについて説明した。この商品は、予

想以上に好評であった。やはり、すぐに論文が

読めて印刷もできることがたいへんな魅力であ

るようだ。「今日のお土産！」と言って、研究中

のテーマの論文を印刷して持ち帰る受講者もい

てほほえましかった。

J-STAGEについては、ヒットする文献は限

られるが自宅でも使えるデータベースであるの

で、検索の練習という意味でも利用を勧めてお

いた。

講習会は30分間であったが、その後も時間が

ある参加者は残って検索の続きをしていた。

Ⅵ、講習会を終えて

初めての看護師対象の文献検索講習会である
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ので、興味を持って聞いてもらえるような進行

ができるか心配していたが、参加者はやる気が

ある者ばかりでいずれも熱心に取り組んでいた。

検索して求める結果がヒットするかどうかは、

ひとえに「キーワード」によるが、‘慣れていな

いと適切なキーワードが思い浮かばないものだ。

｢とにかく使って‘慣れてください｡」と話した。

‘慣れるといろいろな使い方がわかってきて、例

えば、ヒットした文献に索引されているキー

ワードを利用して、置き換えて検索し直したり

することもできる。検索を重ねるうちに感覚が

つかめてだんだん正確な情報をヒットさせられ

るようになる。参加者には、図書室は夜間でも

利用できるので時間のある時に来て検索に慣れ

てくださいと話した。

看護師と話していていつも感じるのは、（私

の）看護の用語についての知識の不足である。

基本用語はもちろんのこと、次々と新しい用語

が誕生するため、検索の場面でも、看護師の要

望に応えられないことも起こるかもしれない。

日頃から、新着雑誌受け入れの時などを利用し

て、意識して知識を増やすことが必要だと思っ

た。

毎日、講習会の後で参加者にアンケートした。

ほとんどの参加者が研修の目標はおおむね達成

できたと回答していたので安心した。参加者の

感想として、少人数でパソコンが使えてよかっ

たというものと、時期的にもう少し早い時期に

行ってほしいというものがあった。運営の設定

については、講師１人、参加者５人前後、パソ

コン２台という方法は悪くなかったようである。

開催時期については、看護研究の時期との調整

が必要であることがわかった。

文献検索講習会は今後も継続していきたいと

考えている。初心者対象、また基本部分をマス

ターした中級者対象、それぞれのコースが必要

になるだろう。有意義な講習会にするために、

教える側も研錨を心がけたい。

日頃感じることであるが、毎日のように図書

室に来る看護師がいる一方、ほとんど利用する

ことがない看護師も少なくないように思える。

いろいろな機会を捉えて、図書室のＰＲが必要

だと思っている。図書室は「お得がいっぱい」

の場所である。すなわち、長い時間かけて諸先

薙から有用だと認められた書籍や雑誌を見るこ

とができ、情報源へ迅速にアクセスできるｗｅｂ

商品を使え、また、資料へのナビゲーダーであ

る司書がいる。図書室をもっと気軽に利用して

もらうにはどうしたらよいか、これはたいへん

難しくもやりがいのある課題である。

ふだんから、文献複写を依頼してくる看護師

には、少しでも役に立てばと思い、取り寄せ依

頼作業の途中で見つけた論文などを“おまけ”

につけたり、フリージャーナルの存在を書き添

えたりしている。サービスをしようと思うなら、

何かを依頼されるのを待っているだけではなく、

能動的にこちらから働きかけることが必要だと

思う。気がついたことをひとつずつ試みていき

たい。

今回の講習会を行ってみて、講義をするとい

うことはこちらから与えるという面だけでなく、

新たに気づくこと、また教えられることがある

ということを改めて認識した。

この経験を今後のサービスに生かしていきた

いと思う。
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